
地域を育み、大陸をつなぐ  
2010-11年度R.I.テーマ

創立　１９６３年３月１６日

ゲスト

　K-Voice　

　　　　　永倉　通夫様

週　報　　Ｎｏ．1875

発　行　　２０１０年２月１０日

会　長　　大塚崇行

幹　事　　島村　健

副会長　　名取　勝

副幹事　　関口和夫

編集責任者・

クラブ広報委員長　　岡澤清勝　　

　本日はK-Voiceの永倉道夫様にお越しいただきまして、卓話を

いただきます。

永倉様宜しくお願い致します。

　さて、年も変わり月も替わりまして、先週話した通りあっとい

う間の1月でしたね。先週末にはポリオ撲滅のフェスティバルが川

口リリアで行われまして、私も行こうとしていたのですが、仕事

関係でお世話になっている方のお通夜が入ってしまった為に行け

なかったので残念だったのですが、上尾からは地区の財団部門の

資金推進委員会に出向している大木パスト会長が設営側として参

加しまして、今回本当にこのコンサートに関して大木さんはご苦

労されたのかなと思っております。コンサートの内容はご存知か

と思いますが倍賞千恵子さんのトークショーと往年の紅白という

ことでありましたが、大盛況であったようですね。

　2000人入る会場がほとんど8割以上埋まったようで1700名くら

いは来たのではないかとお聞きしました。大木さん大変にお疲れ

様でした。そして、本当に良かったですねと言わせていただきた

いと思います。それと言うのも、今回のコンサートに関しては第5

グループ内だけでも会長幹事会で賛否両論ありまして、どちらか

と言えば非協力的な発言も多くありました。

　そんな中で本当は直接の担当の委員でない大木さんが、根気強

く趣旨の説明に回られ、チケットの販売協力を求めておりました

。ましてやそれが他のグループではもっと風当たりが強かったと

いう事をお聞きしまして、本当に今回のご盛況おめでとうござい

ました。後程詳しくはご報告を頂くようになると思いますので宜

しくお願い致します。そして、大木さんは来年も地区の財団関係

の委員長になられる予定という事ですので、今回のご苦労と言い

ますかご経験を次年度は存分に生かして、ロータリーの発展、そ

して地区の発展のためにご尽力頂ければと思います。大変にお疲

れ様でございました。

会長あいさつ
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大塚崇行　会長

行事予定

　　２月１７日　卓話

　　２月２４日　結婚・誕生祝い

　　　　　　　 （時間変更）
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■大塚会長　K-Voice　永倉様卓話ありがとうございます。節分の豆ま

きお楽しみ下さい。

■名取副会長　永倉様卓話ありがとうございます。

■島村幹事　K-Voice　永倉様卓話ありがとうございます。

■関口副幹事　会長豆ありがとうございます。永倉様卓話ありがとう

ございます。

■大塚直前ガバナー　卓話ありがとう。

■尾花会員　ポリオ撲滅チャリティーフェスティバルご苦労様でした

卓話ありがとうございます。

■細野会員　節分です。会長福ますありがとうございました。

■村岡会員　大塚会長、福豆ありがとうございました。

■小林会員　卓話ありがとうございます。

■渡邉会員　本日もよろしく

■沼尻会員　卓話ありがとうございました。

神田会員　武重会員　井上（清）会員　竹内会員　藤村会員　

横山会員　樋口会員　野瀬会員　

　今は少しずつ閉場する競輪場が増えております。

過去にどれだけ貢献したかという事が、今の時代通

用しない風潮がございます。ですから、少しでも競

輪が世の中の邪魔者にならないようになんとか選手

、施行者、競技会が力を合わせて社会貢献していき

たいというのが、今みんなの合い言葉になっていま

す。先ほどロータリークラブの綱領をお聞きしてや

はり自分達の世界も同じような気持ちでやっていま

す。

やはり自分だけ良いという考え方は、最終的に自分

だけダメになると思います。

これからも公営競技に貢献していきたいと思ってお

ります。長い間ご清聴いただきましてありがとうご

ざいました。本日はありがとうございました。

上尾ロータリークラブホームページ
リニューアルしました。

http://ageo-rc.org
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島村健幹事

◆地区から先日行われましたポリオ撲滅チャリテ

　ィーフェスティバルのお礼が来ております。

◆本日、夕方5時よりテレビ埼玉にてポリオ撲滅

　チャリティーフェスティバルの模様が放映され

　ます。

◆本日、2011-12年度のロータリー手帳の申し込

　みについて回覧で回させていただいております

　ので、申し込み希望の方はご記入よろしくお願

　いいたします。

◆職業奉仕研修例会が3月3日に開催されます。2

　月17日までに出欠のご連絡よろしくお願いいた

　します。

◆2月のロータリーレートは84円です。

幹　事　報　告

卓　話卓　話
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　本日は上尾ロータリー

クラブにご招待いただき

まして誠にありがとうご

ざいます。実は私は一昨

年大腸がんが見つかりま

して上尾ロータリークラ

ブの藤村先生にお世話になりました。そして、昨年

は肺の方に転移いたしまして現在も藤村先生の元で

がん治療をさせて頂いている所でございます。

見た目はあまりがん患者には見えないとよく言われ

るのですが、素晴らしい先生に出会えて本当に感謝

しております。

まず、私の中での上尾という土地の思い出は小学生

2年生の時に埼玉国体が思い出されます。ここにも

たくさんの方が昭和42年の埼玉国体を思い出される

方がいらっしゃると思います。上尾運動公園をたく

さんの観客で埋め尽くされて、大変盛り上がった事

を覚えております。

当時、原市の団地は選手村として作られて国体に参

加する選手が寄宿舎として利用して以後団地として

今に至っております。

さて、本日は節分ですね。最近子供も大きくな

ってしまいますと鬼のお面を付けて豆をまくと

いう事も家ではしなくなってしまいまして、寂

しく感じるところではありますが、気分を出す

ために、本日私より皆さんへ豆をプレゼントさ

せて頂きます。そして本日は節分についてブッ

クマークさせて頂きます。

　まず節分は各季節の始まりの日の前日の事で

、立春(りっしゅん)立夏(りっか)立秋(りっしゅ

う)立冬(りっとう)の前日で、特に江戸時代以降

は年の始まりとしての春、立春を指すようにな

ったようです。

　そして、季節の変わり目には邪気、鬼が生じ

ると考えられておりまして、それを追い払うた

めの悪霊払いの行事が行われるようになったそ

うで、それで鬼は外と言って豆をまくという事

であります。

　あと、現在節分は2月の3日ですが、これは

1985年から2024年ごろまでに限った事で、常

にそうではないようです。これは先ほど言った

通り、節分は立春の前の日という事ですが、立

春は太陽黄経(こうけい)が315度となる日とい

う事でして、元々日にちではなく天体の運行に

基づいております。そして14年後の2025年か

らはその太陽黄経と日にちが少しずれて、うる

う年の翌年に2月2日になるようです。

加えて昔の話ですが、27年前の1984年までは

うるう年の節分は2月4日だったという事ですが

、覚えておりますか。

また、昨日の新聞にも同じような記事で、来年

の秋の秋分の日は1日早い9月22日になると出て

おりましたね。これも太陽と地球の位置関係で

の事なんですね。

　ただ未来の事は予測だという事ですので、節

分に関しては2025年ではなく4年前の2021年か

ら一日早くなる可能性もあり得るようです。

　という事で、本日皆様に豆をプレゼントさせ

て頂きますので、ご家庭で豆をつまみにこんな

話を聞いたと節分気分を味わっていただければ

と思いまして会長挨拶とさせて頂きます。
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私の高校時代に上尾高校と言えば全国的にも強

い高校野球のチームがございました。私が高校

一年の時は、夏の全国選手権で全国ベスト4ま

でいき埼玉に上尾高校ありと言われておりまし

た。

　話は変わりますが、今日本人の一番いけない

所は景気が良かったバブルの時をベースに考え

てしまっている事です。ただ日本人は小さな物

に対する研究心というものは世界一の頭脳だと

思っております。当時は体格からいっても他の

欧米諸国と比べると体格的にもすべて劣ってい

た時代がありました。しかし、そういった中で

もいつか追いつき追い越せの精神で努力してき

た結果、今の大きな日本があると思っておりま

す。

苦しい時こそ一生懸命膝を曲げて屈んでいずれ

ジャンプするだけのエネルギーを蓄えたいと思

っております。

公営競技は日本が敗戦して生まれたものです。

敗戦後の経済が暗い時代になんとか国家予算を

集めるためになにか出来ないかということで、

陸軍大尉の倉茂貞助という方がみんなが乗れる

自転車で競争をしてなんとかお金を集めること

は出来ないかと発案して生まれたのが今の競輪

です。

　そして、競輪の礎になる自転車競技場は昭和

23年に国体が福岡県で行われた際に、小倉に自

転車競技場作られました。そこで昭和23年の8

月に自転車競技法が制定されて法律に則って自

転車競技で車券を賭けてギャンブルとして認め

られる事になりました。

当時はお客様が来てくれるのかという不安があ

ったのですが、実際は溢れかえるくらいのお客

様が来場されたそうです。

　この事が、当時の新聞に載ってその後大阪、

埼玉の大宮に競輪場が誕生しました。当時は大

宮の競輪場も大変賑わいまして、最大入場者2

万人を超える人が集まったそうです。

実際のところ4万人ほど入ったとの記録もござ

います。

当時の競輪は売上の25%は大宮市のために使わ

れており、現在は埼玉県が一括して施行を行な

っております。その25%の中から学校や病院に

送られています。

バブルの時代と比べると売上も減り、今の公営

競技は大変苦労をしております。

我々、競輪選手も20数年前からなんとか社会的

地位を上げるためになにか出来る事はないかと

いうことで、施設にランドセルを送ったりして

おります。

　私たちが出来る事はギャンブル、賭博です。

賭博は刑法で禁じられている行為です。しかし

、特別法律に守られてやらせて頂いています。

これは自分たちの時代だけではなく恒久的に続

いてほしいと願っています。

選手も博打の駒と見られてしまう時もあるので

すが、自分達が出来ることをしようと現在も進

行形で出来る事をやっていこうと考えておりま

す。

　上尾にも10名ほど競輪選手がいらっしゃいま

す。最近では若者の間でブレーキの無い自転車

が流行っておりそれによる事故が多発していま

す。競輪選手は公道で走る際には必ずブレーキ

と反射板を必ず付けて走っています。

競輪選手にはやはり怪我がつきもので、私自身

も今現在レントゲンを取りますと肩の骨にズレ

があります。治せるときに治すよう心がけてい

たのですが、回数を重ねてしまうと中々骨がく

っつかなかったり、手術自体も億劫になってい

ました。それが原因で現在は冬場になると手足

が痺れや冷えが起きたりしています。もっと早

く藤村先生に相談すれば良かったなと思ってお

ります。

　今まで、競輪で年間1億円を稼ぐ選手もたく

さんいる時代があったのですが、今はその辺を

対外的に少しでも良く見てもらうがために上の

選手にはたくさんのお金をあげています。しか

しながら末端の選手には生活をしていくのが、

ギリギリの方も居て大変格差がございます。

私がデビューした時は全国に50以上の競輪場が

ございました。


